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「医療的ケア児⽀援法」の主な改正内容（令和９年４⽉１⽇施⾏）

（学校の設置者の責務）
第七条 学校（学校教育法第一条に規定する幼稚園、小学
校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び
特別⽀援学校をいう。以下同じ。）の設置者は、基本理念に
のっとり、その設置する学校に在籍する医療的ケア児に対し、適
切な⽀援を⾏う責務を有する。

（教育を⾏う体制の拡充等）
第十条 国及び地⽅公共団体は、医療的ケア児に対して教育を
⾏う体制の拡充が図られるよう、医療的ケア児が在籍する学校
に対する⽀援その他の必要な措置を講ずるものとする。

２ 学校の設置者は、その設置する学校に在籍する医療的ケア
児が保護者の付添いがなくても適切な医療的ケアその他の⽀援
を受けられるようにするため、看護師等の配置その他の必要な
措置を講ずるものとする。

３ 国及び地⽅公共団体は、看護師等のほかに学校において医
療的ケアを⾏う⼈材の確保を図るため、介護福祉⼠その他の喀
痰吸引等を⾏うことができる者を学校に配置するための環境の
整備その他の必要な措置を講ずるものとする。

（学校等の設置者の責務）
第七条 学校等（学校教育法第一条に規定する学校及び専
修学校をいう。以下同じ。）の設置者は、基本理念にのっとり、
その設置する学校等に在籍する医療的ケア児等及び重症⼼⾝
障害者に対し、適切な⽀援を⾏う責務を有する。

（教育を⾏う体制の拡充等）
第十条 国及び地⽅公共団体は、医療的ケア児等及び重症⼼
⾝障害者に対して教育を⾏う体制の拡充が図られるよう、それ
らの者が在籍する学校等に対する⽀援その他の必要な措置を
講ずるものとする。

２ 学校等の設置者は、その設置する学校等に在籍する医療的
ケア児等及び重症⼼⾝障害者が保護者の付添いがなくても、
授業に出席し、及び修学旅⾏その他学校等の⾏事に参加する
ために必要となる適切な医療的ケアその他の⽀援を受けられる
ようにするため、看護師等又は介護従事者の配置その他の必
要な措置を講ずるものとする。

３ 国及び地⽅公共団体は、医療的ケア児等及び重症⼼⾝障
害者が生涯にわたって学習する機会を確保するため、それらの
者の生涯学習の推進に必要な措置を講ずるものとする。
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「医療的ケア児⽀援法」の主な改正内容（令和９年４⽉１⽇施⾏）

新設

新設

（地域格差の是正のための検証等）
第二十二条 国及び地⽅公共団体は、医療的ケア児等及び重
症⼼⾝障害者並びにそれらの家族に対する⽀援に関する地域
格差の是正を図るため、医療的ケア児等⽀援センターの組織
及び運営体制並びに居住する地域における医療的ケア児等及
び重症⼼⾝障害者並びにそれらの保護者の意思を尊重した教
育の実施その他各地域における医療的ケア児等及び重症⼼⾝
障害者並びにそれらの家族に対する⽀援の状況の検証を⾏うも
のとする。

２ 国及び地⽅公共団体は、前項の検証の結果を踏まえ、医療
的ケア児等及び重症⼼⾝障害者並びにそれらの家族に対する
⽀援に関する地域格差を是正するため必要な措置を講ずるも
のとする。

（医療的ケアの提供の在り⽅についての⾒直し）
第二十条の二 国は、医療的ケア児等及び重症⼼⾝障害者の
家族の負担の軽減に資するよう、医療的ケア児等及び重症⼼
⾝障害者に対する医療的ケアの提供の在り⽅について、適宜、
⾒直しを⾏うものとする。
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